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ASEAN・インドの JET 経験者がシンガポールに集合
～2026 年度 JETAA 合同会議を開催～
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各国の JET 経験者がシンガポールに
集合

7 月 19 日、クレアシンガポール事務所では、「2026
年度 JETAA 合同会議」を開催しました。東南アジア諸国
連合（ASEAN）・インドの各国から JETAA（JET 経験者
の会）のメンバーがシンガポールに集まり、「JET 卒業後
の活躍～卒業生はどのように日本と関わり続けているの
か～」をテーマに、それぞれの活動や経験を共有しました。

この合同会議は、各国で活動する JETAA や JET 経験
者が、それぞれの取り組みや課題について情報交換する
とともに、国を越えたつながりを深めることを目的に開
催しています。今年度は、JETAA が設立されているシ
ンガポール、インド、インドネシア、フィリピン、ベト
ナムに加え、マレーシア、ミャンマーからも JET 経験
者が参加しました。

各国からの発表では、日本文化の発信や JET プログ
ラムの広報、自治体との交流、JET 経験者同士のネット
ワークづくりなど、それぞれの地域で行われている取り
組みについてお話しいただきました。

シンガポール支部では、これから日本へ出発する JET
参加者向けのワークショップや、日本文化に触れる交流
イベントなどを実施しています。一方で、新しい会員の
参加や役員の後継者確保といった課題もあり、SNS を
使った情報発信や交流の機会を増やすなど、今後の活動
についてもお話しいただきました。

また、会議前日の 18 日には、参加者による歓迎夕食
会を開催しました。翌日の会議を前に、各国・地域の参
加者が食事を囲みながら交流し、これまでの JET 経験
や現在の活動について話す姿も見られました。普段はそ
れぞれ異なる国・地域で活動しているメンバーにとって、
直接顔を合わせて交流する機会となりました。

各国のさまざまな活動を紹介
インド支部では、日本文化紹介イベント「Ohayou 

Japan」の開催や JET プログラムの広報、日本語学習の
支援などに取り組んでいます。また、会員同士の交流に
加え、ウェルビーイングセッションを開催するなど、JET
を終えた後も会員同士がつながる機会を設けています。

インドネシア支部からは、紙芝居動画コンテストや交
流イベントなどについてお話しいただきました。フィリ
ピン支部では、小学生を対象に、折り紙やおにぎり作り、
日本語のあいさつを体験してもらう日本文化交流イベン
トを開催しています。また、JET 経験者が JET プログラ
ムの面接選考にも携わるなど、自身の経験をこれから
JET に参加する人たちへつなげる取り組みも行われてい
ます。

ベトナム支部では、会員交流会や新規 JET 参加者向
けのオリエンテーションを実施しているほか、日本関係
団体や企業とも連携しながら活動の幅を広げています。

今回は、JETAA がまだ設立されていないマレーシア
とミャンマーからも参加いただきました。マレーシアか
らは、さまざまな団体が政府機関や日本関係団体と連携

意見交換の様子
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し、日本とマレーシアとの交流促進に取り組んでいる様
子について紹介がありました。ミャンマーからは、JET
経験者や在ミャンマー日本大使館と連携しながら、オン
ラインでの意見交換やグループチャットを活用して交流
を続けていることについてお話しいただきました。また、
会議には JET プログラムを取りまとめるクレア東京本部
の参与も出席しました。各支部で会員が増えていること
への期待と、JET 参加前から築いたつながりを帰国後も
大切にしてほしいとの思いとともに、ASEAN・インド
地域における今後の JETAA 活動や、JETAA が設立され
ていない国・地域への期待、JET プログラム 40 周年に
ついてお話がありました。

各国・地域の発表を通じて、活動の内容や規模はそれ
ぞれ異なるものの、日本とのつながりを大切にしながら、
それぞれの地域に合った形で活動を続けていることが分
かりました。一方で、新たな会員にどのように参加して
もらうか、JET 経験者とのつながりをどのように続けて
いくかなど、各支部に共通する課題もあります。

参加者からは、他国の取り組みについて質問が寄せら
れ、自国での活動と比較しながら意見を交わす場面もあ
りました。他の支部がどのような工夫をしているのかを
知ることで、今後の活動を考える上でのヒントにもなっ
たようです。各支部の活動を発表するだけでなく、同じ
JET 経験者だからこそ共有できる経験や課題について話
す時間となりました。

JET 経験者のその後の活躍について
考える

午後からは、パソナシンガポールの森村美咲氏を講師
に迎え、JET 経験者のキャリアをテーマにラーニング
セッションを行いました。

シンガポールの人材市場や日系企業の採用動向ととも
に、JET 経験者に期待されることなどをお話いただきま
した。日本への理解や語学力、専門性を持つ JET 経験
者は、日本と現地、さらには ASEAN・インドをつなぐ

「Bridge Talent」としての役割も期待されています。
講演後は、JET 経験者のキャリア形成や、各支部とし

て卒業生の活躍をどのように後押しできるのかについ
て、意見交換を行いました。各支部で行っているキャリ
ア支援についても共有しながら、「JET で得た経験を帰
国後にどう生かしていくか」「JETAA として卒業生とど
のようにつながり続けるか」について、それぞれの立場
から意見が出されました。

普段はそれぞれ異なる国・地域で活動している参加者
が、同じ場所に集まり、お互いの経験や考えを直接聞く
ことができたことも、今回の合同会議ならではの機会と
なりました。

今回の合同会議を通じて、JET プログラムを終えた後
も、日本との関わり方はさまざまな形で続いていること
を改めて知ることができました。日本文化を伝える活動
に携わる人、これから JET に参加する人を支える人、
日本と現地をつなぐ仕事に携わる人など、その関わり方
もさまざまです。

クレアシンガポール事務所では、今後も各国・地域の
JET 経験者とのつながりを大切にしながら、それぞれの
活動を支援してまいります。
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